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JR 津和野駅　１月１日撮影
初詣客と一緒に新年を祝う獅子舞



約 13カ月ぶりに津和野駅にその雄姿を見
せた SLやまぐち号。災害からの復興のシ
ンボルとして私たちに元気を与えてくれ
ました。

各まちづくり委員会の方とも意見交換を
行う会議なども開催。

Public Relations Magazine Tsuwano Town　1

広報つわの 2015 年 1月 20日発行

2　広報つわの

平
成
27
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年
の
幕

開
け
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
、
町
政
の
推
進
に

あ
た
り
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂
き
ま

し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本

年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。さ

て
、
一
昨
年
の
7
月
28
日
に
町
を
襲
っ

た
豪
雨
災
害
を
受
け
て
、
昨
年
は
そ
の
復
旧

に
全
力
を
尽
く
し
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
す
が
、

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
目
指
し
て
引
き

続
き
最
大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
広
島
で
発
生
し
た
豪
雨
災
害
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
明
ら
か
に
世
界
の
気
候
変

動
が
日
本
の
気
象
条
件
に
影
響
を
も
た
ら
し

て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

本
年
以
降
も
、
緊
張
感
を
持
ち
な
が
ら
災

す
。
町
民
の
方
々
の
幸
せ
感
が
住
み
良
い
、

住
み
た
い
町
と
し
て
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
の
流
れ
が
と
ま
ら
ず
、
20
年
後

に
は
人
口
が
半
減
す
る
と
の
予
測
も
な
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
今
一
度
、
私
た
ち
は
自
ら

の
生
き
方
に
自
信
を
持
ち
、
自
治
自
立
の
精

神
の
も
と
に
地
方
創
生
を
捉
え
、
町
民
の
皆

様
と
一
丸
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。そ
し
て
、

何
も
し
な
け
れ
ば
何
も
変
わ
ら
な
い
と
の
気

概
を
私
自
身
が
初
心
と
し
て
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
本
年
も
津
和
野
町
の
様
々
な
活
性
化
策

に
挑
戦
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

　
町
民
の
皆
様
方
に
は
、
よ
り
一
層
の
温
か

い
ご
理
解
と
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
、
町
民
の
皆
様
を
始
め
関

係
者
ご
一
同
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※本紙に掲載した新年の挨拶は、先日サンネットにちはらで放送した内容を一部抜粋・再編集して掲載しています

貴
重
な
観
光
資
源
で
あ
る
SL
や
ま
ぐ
ち
号

に
つ
い
て
も
そ
の
雄
姿
を
再
び
こ
の
目
で
見

る
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
感
激
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
JR
山
口
線
の
更
な
る
利
用
促
進

を
図
り
な
が
ら
、
抜
本
的
な
観
光
対
策
に
関

係
者
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
今
年
は
国
勢
調
査
を
控
え
、
前
回
に

続
き
厳
し
い
数
値
に
な
る
と
覚
悟
し
て
お
り

ま
す
。
近
年
は
、
町
の
財
政
健
全
化
に
一
定

の
成
果
が
出
始
め
た
こ
と
も
あ
り
若
者
向
け

定
住
住
宅
の
建
設
や
保
育
料
の
軽
減
な
ど
、

抜
本
的
な
定
住
対
策
に
取
り
組
み
、
3
年
前

よ
り
始
め
ま
し
た
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
な
ど

と
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
効
果
の

高
い
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
こ
う
し
た
定
住
対
策
を
進
め
な

が
ら
今
町
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ま
が
明
る
く

活
き
活
き
と
暮
ら
し
て
頂
く
こ
と
を
優
先
し

て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
も
思
っ
て
お
り
ま

新年のお慶びを申し上げます
津和野町長 下森 博之

害
に
備
え
、
自
助
、
共
助
、
公
助
の
充
実
を

推
進
し
な
が
ら
防
災
、
減
災
対
策
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご

協
力
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。こ

う
し
た
中
で
、
い
ち
早
く
昨
年
8
月
23

日
に
は
、
JR
山
口
線
の
全
線
運
行
再
開
が
実

現
い
た
し
ま
し
た
。

「
つ
れ
あ
い
さ
ん
か
ら
何
て
呼
ば
れ

て
ま
す
か
？
」
あ
る
会
合
で
、
年
配
の

女
性
に
こ
の
よ
う
に
お
聞
き
し
た
ら
、

殆
ど
の
方
が
名
前
で
呼
ば
れ
た
こ
と
が

無
く
、
中
に
は
川
柳
の
よ
う
に
「
お

い
！
」
や
「
ば
ば
あ
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

「
お
い
！
」と
い
う
呼
び
か
け
に
は
、

上
下
・
主
従
関
係
が
見
え
て
き
ま
す
。

最
近
の
若
い
人
達
は
名
前
で
呼
び
合

う
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
巷
で
は
「
奥

さ
ん
、
家
内
、
嫁
」
が
一
般
的
で
す

が
、
こ
れ
ら
の
呼
び
方
に
は
、
家
の
奥

に
居
る
人
を
想
像
さ
せ
ま
す
。
男
女
共

同
参
画
の
取
り
組
み
の
中
で
は
、
パ
ー

ト
ナ
ー
の
こ
と
を
対
等
な
関
係
を
表
す

「
お
い
！
」
じ
ゃ
な
い 

名
前
が
あ
る
と 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

お

（
C
）
公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
女
性
セ
ン
タ
ー 

「
男
女
共
同
参
画
か
る
た
」
よ
り

「
夫
、
妻
、
つ
れ
あ
い
」
と
呼
ぶ
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

熟
年
者
の
み
な
さ
ん
も
、
相
手
の

こ
と
を
名
前
や
こ
の
よ
う
に
呼
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
す
か
？
最
初
は
照

れ
も
あ
り
、
ぎ
こ
ち
な
く
感
じ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
使
い
慣
れ
た
頃

に
は
、
も
っ
と
信
頼
関
係
が
増
す
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

島
根
県
男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー
っ
て

　

島
根
県
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
市
町
村
や
県
と
一
緒
に
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
講
演
会
や
、
寸
劇
等
の
上
演
を
通
じ
て
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
男
女
共
同
参
画
を
感
じ
て
も
ら
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
町
内
サ
ポ
ー
タ
ー
】

大
内
康
子
、
大
羽
ミ
ヤ
子
、
西
蔭
千
恵
美
、
清
水
留
美
子
、
中
村
俊
子

敬
称
略 島根県男女共同参画サポーター

清水 留美子さん
島
清

夫婦は常に対等。
パートナーを名前
で呼ぶことから始
めましょう！

出演情報など最新情
報を facebookでチェッ
クしよう！

つわみんへ出演依頼などができます。
詳しくは下記担当課までお問合せください。
【お問合せ先】商工観光課☎ 72-0652

抽選会場の津和野町商工会で、お客
さんと触れ合うなどして抽選会をもり
あげました。

他にもたくさん出演しました。
12 月 5日（金）　
幼花園もちつき大会
12 月 7日（日）
道の駅シルクウェイにちはらイルミネ
ーションイベント
12 月 21 日（日）
津和野町民余芸大会

つわみん活動日記

2014歳末大売り出し12
24



になったら・・・

当たり前が
大事です！

総務省HP「なるほど！選挙」

日本年金機構HP

外務省 HP「パスポート」

e- ヘルスネット

最新たばこ情報

日本では民法第四条において「年齢二十歳をもって、成年とする」としており、これによりこれまで年
齢を理由に禁止されていた様々な事が出来るようなります。社会人としての責任も発生するため、もう
一度、おさらいをしておきましょう。

新しい発想と若い力で
これからの社会に貢献していく

新成人を代表して答辞を述べる宮内康幸さん

平成 27年津和野町成人式

平成27年津和野町成人式

選挙権が与えられます

国民年金に加入しましょう

お酒が飲めるようになります
タバコが吸えるようになります

10年有効なパスポートの申請ができます

20 歳になると国政選挙や各種選挙などの投票権が与えられます。これは 1946 年に日本国
憲法が公布された当時から変わっていません。ところで政治家の方から寄付を受けることや
有権者が求めることも禁止されています。普段の何気ないやり取りが思わぬトラブルを招く
こともありますので気をつけましょう。
選挙に関する情報は総務省ホームページに詳しく掲載されていますので一度ご覧下さい。

国民年金は、年をとった時やいざという時の生活を、現役世代みんなで支えようという考
えで作られた仕組みです。具体的には、若いときに公的年金に加入し保険料を納め続けるこ
とで、年をとったときや、病気やケガで障がいが残ったとき、家族の働き手が亡くなったと
きに、年金を受け取ることができる制度です。20歳になると国民年金保険料の納付が義務づ
けられますが一部の方を対象に納付猶予制度などもあります。詳しくは p13「町からのお知
らせ」または、日本年金機構ホームページでご確認下さい。

あなたの身近な方もこの両方を楽しまれている方も多いのではないでしょうか。お酒を飲
みながら楽しく話をしたり、タバコ独特の味が楽しめるのも 20歳からですね。
ただし、これらの飲みすぎ吸いすぎはあなたの健康に悪影響を及ぼします。また体質的に
お酒が飲めない人に飲酒を強要するアルコールハラスメントや喫煙者の周囲がタバコの煙を
吸ってしまう副流煙など本人以外の方を巻き込むことも ･･･。
アルコールやタバコに関する情報は e- ヘルスネット、最新たばこ情報などで確認ができま
すので、始める前に正しい知識を身につけ、上手に付き合いましょう。

海外旅行には必ず必要となる旅
パスポート

券。結婚していない 20歳未満である未成年の方が取得する
際には法定代理人の同意が必要な上、有効期限が５年のものしか発行できません。
20歳になるとこうした代理人の同意が要らず、10年の有効期限のものが取得できるよう
になります。旅券の取得には一定の期間が必要になりますので海外旅行を予定されている方
は余裕を持って申請を行い、渡航先の安全確認など十分な準備をしてお出かけ下さい。

4　広報つわの

新年の日差しが色鮮やかな晴着を照らす中、津和野町成人式が日原小学校体育館で挙行されました。97人の新
成人のうち 57人が出席、新成人を代表して現在東京で大学に通う宮内康幸さんが「若い力を発揮し、少しでも
社会を進歩させられるよう努力する」と誓いを新たにしました。
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祝成人

※本ページでは、成人式に出席し写真の掲載について本人の同意が得られた方のみ掲載しています。

石川 大（三渡曽庭）

齋藤 珠実（木ノ口下）

石川 直紀（北一）

大羽 史将（下千原）岸田 翼（金見町上）島田 亜美（森一）豊田 悦佳（栄町）

岸田 力（木ノ口上）坂崎 広大（滝元下）富田 雅隆（北一）

石川 遵（野地）

大羽 宏明（寺田上）

神田 朋輝（中座一）齋藤 裕貴（滝元下）椿 祐志（鷲原二下）

飯島 悠希（東一）

大井志織 (畑 )

沖田 花蓮（春日町）齋藤千聖（枕瀬西）髙山 眞紀子（金見町上）

天川 大輔（東一）

内田 裕也（栄町）

小方 智弘（森一）住吉 麻耶（中川）

青木 稜子（森一）

岩道 竜徳（下千原）

大庭 真貴（鹿谷）倉益 翔太（寺田下）下地 麗美（清水町）

橋本 真里奈（森二）益成 雄貴（左鐙西）村上 結有（野口）山田 大貴（鷲原一）

山田 慎吾（本町一） 野村 麻耶（本町一）益成 美保（左鐙東）村上 泰斗（栄町）若松 沙季（森二）

長嶺 啓昭（添谷）藤山 育（商人下）村上 瑚乃美（野口）森元 謙太朗（木ノ口下）米本 渉（中座一）

長嶺 いつき（森二）藤井 静香（中川）村上 加奈（栄町）望月 駿（本町二）吉永 峻（北一）

永戸 有紀（青原）福田 皓平（小瀬）宮本 弦（北一）村田智徳（山入）山根 駿介（三渡曽庭）

永田 友佳（笹山）平川 翔也（栄町）宮内 康幸（春日町）山田 直樹（森四） 
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平成 27年度

申
告
の
必
要
な
方
は
必
ず
期
間
内
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
町
県
民
税
等
の
申
告
を
し
な
い
と
、
児
童
手
当
、
保
育
所

の
入
所
や
公
営
住
宅
入
居
の
申
込
み
な
ど
の
各
種
申
請
に
必
要
な
所
得
証
明
等
の
発
行
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、
軽
減
措
置
の
対
象
に
な
る
人
で
も
、
所
得
が
不
明
の
た
め
軽
減
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
申
告
に
あ
た
り
次
の
事
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
税
務
署
等
で
平
成
26
年
分
の
確
定
申
告

を
さ
れ
る
人
は
、
こ
の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
税
務
署
か
ら
申
告
案
内
が
送
ら
れ
て
き
た
方
で
、
町
で
申
告
を
さ
れ

る
場
合
は
、
送
ら
れ
て
き
た
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
告
の
必
要
な
方
は
必
要
書
類
及
び
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
源
泉
徴
収
票
の
交
付
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
は
、
必
ず
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

①
農
業
収
支
申
告
に
つ
い
て

収
入
支
出
明
細
簿
（
月
ご
と
の
集
計
）、
月
別
総
括
表
（
年
間
分

の
集
計
）
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
帳
簿
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
1
月
よ
り
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
が
拡
大
さ
れ
、

農
業
所
得
の
あ
る
す
べ
て
の
方
が
収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載

し
た
帳
簿
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
準
備
せ
ず
に
申
告
に
来
ら
れ
た
場
合
に

は
、
申
告
を
受
け
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
26
年

中
（
平
成
26
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
の
間
）
に
新
た
に
購
入
さ
れ
た
農
具
や
支
払
代
金

が
あ
る
方
は
、購
入
金
額
及
び
年
月
日
の
確
認
の
た
め
、領
収
書
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
傭
人
費
、
も
み
す
り
料
は
依
頼
者
、
耕
作
者
共
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
自
家
消
費
の
み
の
場
合
、
申
告
は
不
要
で
す
が
、
田
畑
等
を
貸
し
、
小
作
料
（
金
納
、

物
納
）
を
も
ら
っ
て
い
る
場
合
は
不
動
産
所
得
と
し
て
申
告
が
必
要
で
す
。

※
肉
用
牛
の
売
却
所
得
に
つ
い
て
も
、
申
告
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
そ
の
売
却
価
格
が

１
０
０
万
円
未
満
の
場
合
は
、
一
定
の
要
件
の
下
、
課
税
特
例
（
免
税
）
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
勤
労
所
得
者
に
つ
い
て

大
工
、
左
官
、
土
木
作
業
、
そ
の
他
日
雇
で
一
定
の
勤
め
先

の
な
い
人
（
大
工
、
左
官
で
請
負
業
は
除
く
）
は
収
入
・
支
出

金
額
を
調
べ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

料
を
支
払
っ
た
方
（
年
金
特
徴
の
場
合
は
年
金
受
給
者
、
口
座
引
落
の
場
合
は
口
座
の
名

義
人
）
の
控
除
と
な
り
ま
す
。
支
払
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
年

金
特
徴
の
場
合
は
年
金
の
源
泉
徴
収
票
が
証
明
書
と
な
り
ま
す
。）

国
民
年
金
保
険
料
（
及
び
国
民
年
金
基
金
の
掛
け
金
）
に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構

が
発
行
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
必
要
で
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

⑥
生
命
保
険
料
控
除

受
取
人
が
あ
な
た
や
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
の
生

命
保
険
料
、
介
護
医
療
保
険
料
（
新
設
）、
個
人
年
金
保
険
料
な
ど
の
掛
金
を
支
払
っ
た

場
合
、
一
定
の
金
額
が
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
申
告
に
は
、
保
険
会
社
等
が
発
行

す
る
証
明
書
が
必
要
で
す
。

⑦
地
震
保
険
料
控
除

あ
な
た
や
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
が
常
時
居
住
し

て
い
る
家
屋
等
（
生
活
用
資
産
）
に
掛
け
ら
れ
る
地
震
等
を
原
因
と
し
て
保
険
金
が
支
払

わ
れ
る
損
害
保
険
契
約
等
に
係
る
地
震
等
損
害
部
分
の
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
、
一
定

の
金
額
が
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

な
お
、
平
成
18
年
12
月
31
日
ま
で
に
締
結
し
た
一
定
の
長
期
損
害
保
険
契
約
に
係
る
保

険
料
等
を
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
従
前
の
損
害
保
険
料
控
除
と
同
様
の
計
算
に
よ
る
金
額

を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
地
震
保
険
料
控
除
と
合
わ
せ
て
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。）

申
告
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
保
険
会
社
等
が
発
行
す
る
証
明
書
が
必
要
で
す
。

⑧
扶
養
控
除

平
成
24
年
度
か
ら
16
歳
未
満
の
扶
養
控
除
が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
16
歳
以
上

19
歳
未
満
の
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部
分
も
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
町
県
民
税
の
非
課
税
限
度
額
等
の
算
定
基
準
と
な
り
ま
す
の
で
、
16
歳
未
満

の
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
申
告
が
必
要
で
す
。

③
生
命
保
険
契
約
の
年
金
及
び
一
時
金
（
満
期
金
等
）
に
つ
い
て

生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
年
金
は
、雑
所
得
と
な
り
申
告
が
必
要
で
す
。

町
県
民
税
賦
課
後
に
判
明
し
税
額
の
更
正
を
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。（
所
得
税
の
確
定
申
告
の
対
象

に
な
ら
な
い
場
合
で
も
、
町
県
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。）

ま
た
、
生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
満
期
受
取
金
等
も
一
時
所
得
と
な
り
、
申
告
が
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
申
告
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

④
医
療
費
控
除

あ
な
た
や
、
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
の
た
め
に
支

払
っ
た
医
療
費
に
つ
い
て
控
除
を
受
け
る
と
き
は
、
す
べ
て
の
領
収
書
が
必
要
で
す
。
医

療
を
受
け
た
人
毎
に
集
計
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
険
な
ど
か
ら
補
て
ん
金

が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
金
額
を
調
べ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

お
む
つ
使
用
証
明
に
つ
い
て
は
、
病
院
に
て
発
行
と
な
り
ま
す
が
、

介
護
保
険
適
用
者
の
場
合
の
２
年
目
以
降
は
役
場
健
康
福
祉
課
に
て

発
行
す
る
こ
と
が
出
来
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。⑤

社
会
保
険
料
控
除

あ
な
た
や
、
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
が
負
担
す
る

国
民
健
康
保
険
税
（
料
）、
国
民
年
金
保
険
料
、
農
業
者
年
金
保
険
料
な
ど
の
社
会
保
険

⑨
障
害
者
控
除

あ
な
た
や
、
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
に
障
が
い
者

が
あ
る
と
き
は
、
一
定
額
が
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。（
こ
の
申
告
で
、
は
じ
め
て

控
除
を
う
け
ら
れ
る
方
は
障
害
者
手
帳
か
、
役
場
発
行
の
障
害
者
控
除
証
明
書
を
ご
提
示

く
だ
さ
い
。）

⑩
町
県
民
税
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
ま
で
の
間
及
び
平
成
21
年
か
ら
平
成
29
年
ま
で
に
入
居
さ
れ

た
方
で
、
源
泉
徴
収
票
の
摘
要
欄
に
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
可
能
額
の
記
載
が
あ
り
、

こ
の
額
が
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
額
」
よ
り
大
き
い
場
合
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
ま
で
に
入
居
さ
れ
た
方
で
山
林
所
得
や
退
職
所
得

等
が
あ
る
方
は
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
特
別

控
除
額
が
通
常
計
算
さ
れ
る
控
除
額
よ
り
大
き
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
に
は
、
町
へ
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
平
成
27

年
3
月
16
日
（
月
）
ま
で
に
役
場
本
庁
舎
税
務
住
民
課
窓
口
ま
た
は
津
和
野
庁
舎
商
工
観

光
課
総
合
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
告
に
は
印
鑑
と
源
泉
徴
収
票
が
必
要
で
す
。）

税

町

県

民

国
民
健
康
保
険

の
申
告

相
談

確定申告書等作成コーナーで申
告書が作成できます

確定申告書の作成は

詳しくは国税庁HPへ で

画面の案内に従って金額等を入力すれ
ば、税額などが自動計算され、申告書
や青色申告決算所などを作成できます。

「確定申告書等作成コーナー」で

国税庁
HP便利で
す

給与所得者で年末調整を受け、確定申告
の必要がない方でも、医療費控除を受ける
場合など、源泉徴収された税金が納め過ぎ
になっているときには、還付を受けるため
の申告（還付申告）により所得税及び復興
特別所得税を還付することができます。
還付を受けるための申告書は、１月から
提出することができますので、e-Tax また
は郵送などで早めに提出していただくよう
お願いします。
なお、申告書を作成されてない方で作成
の相談を必要とされる場合は、2月 16 日
から 3月 16 日までの税務署の申告会場を
ご利用ください。

国税庁 検索



申
告
が
必
要
で
す

スタート

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえい
い
え

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はいはい

はい

はい

スタートから進み、申告が必要か不要か判断する目安にして下さい。

同
居
し
て
い
る
家
族
の

控
除
対
象
配
偶
者
、
扶

養
控
除
対
象
者
に
な
っ

て
い
ま
す
か
？

平
成
27
年
１
月
１
日
時

点
で
津
和
野
町
に
居
住

し
て
い
ま
し
た
か
？

申
告
が
必
要
で
す

申
告
が
必
要
で
す

申
告
が
必
要
で
す

申
告
は
不
要
で
す

申
告
は
不

要
で
す

平
成
27
年
１
月
１
日

時
点
で
居
住
し
て
い

た
市
町
村
に
照
会
し

て
く
だ
さ
い
。 平

成
26
年
中
に
収
入
が

あ
り
ま
し
た
か
？

（
こ
の
収
入
に
は
、
遺
族
・
障
害

年
金
、
失
業
保
険
な
ど
の
非
課

税
の
給
付
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。）

源
泉
徴
収
票
の
摘
要
欄
に

「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

可
能
額
」
の
記
載
が
あ
り
、

こ
の
金
額
が
「
住
宅
借
入
等

特
別
控
除
の
額
」
よ
り
大
き

い
で
す
か
？申

告
は
不
要
で
す
が
、

平
成
11
年
か
ら
平
成
18

年
ま
で
に
入
居
し
た
方

で
前
ペ
ー
ジ
⑩
た
だ
し

書
き
に
該
当
す
る
方
に

つ
い
て
は
、
選
択
に
よ

り
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
申
告
書
を
提
出
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

（
提
出
期
限
は
３
月
16
日
）

収
入
は
１
ヶ
所
か
ら
の
給

与
所
得
の
み
で
、
年
末
調

整
が
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

年
金
収
入
が
あ
り
ま
す
か
？

平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
の
あ
な
た

の
年
齢
は
65
歳
以
上
で
し
た
か
？

年
金
収
入
が
年
間
98
万
円
を

超
え
て
い
ま
す
か
？

年
金
収
入
が
年
間
１
４
８
万

円
を
超
え
て
い
ま
す
か
？

営
業
・
農
業
・
不
動
産
・
一
時
・
譲
渡
所

得
な
ど
が
あ
り
ま
す
か
？

年
末
調
整
さ
れ
て
い
な
い

給
与
が
あ
り
ま
す
か
？

「
申
告
は
不
要
」
と
な
っ
た
方
で

も
、
医
療
費
控
除
や
雑
損
控
除
を
受

け
た
い
方
は
申
告
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
生
命
保
険
等
の
一
時
金
（
満

期
金
）
や
年
金
が
あ
る
場
合
は
、
申

告
が
必
要
で
す
。
遺
族
・
障
害
者
年

金
等
は
非
課
税
で
す
が
、
津
和
野
町

の
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
に
ご
加
入
の
方
で
、
ど
な
た

の
扶
養
に
も
な
っ
て
い
な
い
方
は
申
告

を
お
勧
め
し
ま
す
。
な
お
、
譲
渡
所
得

や
消
費
税
の
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
津

和
野
町
の
申
告
会
場
で
は
お
受
け
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
益
田
税

務
署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
不
明

な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、2
月
13
日（
金
）

ま
で
に
税
務
住
民
課
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

平成27年度 町県民税・国民健康保険税申告受付日程

日 曜
津和野地域 日原地域

地区名 受付時間 会場 地区名 受付時間 会場

2/16 月
寺田上・寺田下・促
進住宅・下千原・上
千原・岩瀬戸 8:30~12:00

13:00~15:00
小
川
公
民
館

青原

8:30~12:00
13:00~15:30

青原公民館
2/17 火

和田・麓耕・商人上・
日浦

小瀬・青原団地・ 
大木・二俣・鹿谷

2/18 水
直地上・野広
（12時まで）

8:30~12:00 柳・添谷

2/19 木

畑迫地区
8:30~12:00
13:00~15:00

畑
迫
公
民
館

商人下・宿谷・程彼
8:30~12:00
13:00~15:30

程彼集落センター

2/20 金 三渡曽庭・脇本 8:30~12:00
13:00~15:30

池河地区コミュニ
ティセンター2/23 月 堤田

2/24 火

木部地区
8:30~12:00
13:00~15:00

木
部
公
民
館

小直
8:30~12:00
13:00~15:30

滝元多目的集会所
2/25 水 滝元上・滝元下

2/26 木

相撲ヶ原上・相撲ヶ原
下・ 

須川元郷・日浦東・日
浦西

8:30~12:00
13:00~15:30

須川公民館

2/27 金

橋南地区

8:30~12:00
13:00~15:00

町
民
セ
ン
タ
ー
講
義
室

左鐙東・左鐙西
8:30~12:00
13:00~15:30

左鐙公民館
3/2 月

上横道・下横道・ 
一ノ谷（12時まで）

8:30~12:00

3/3 火 野地・坂ノ谷・野口

8:30~12:00
13:00~15:30

山村開発センター
（日原公民館）

3/4 水
橋南地区 
笹山地区

畳・新地 
下左鐙・木ノ口住宅

3/5 木
橋北地区 
笹山地区

木ノ口上・木ノ口下

3/6 金 枕瀬東・枕瀬西

3/9 月
栄町・旭町上下・扇町・
春日町・幸町・金見町
上下・山根町・清水町・

星の里 
（予定日に都合の悪

かった方）

3/10 火

全町

3/11 水

3/12 木

3/13 金

3/16 月
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ご迷惑をおかけします。申告相談は、税務住民課窓口 及び商工観光課総合窓口では出来ません。
税務担当職員全員が申告会場に出向きますので、役場窓口での対応にご不自由をおかけしますが、皆
さまのご理解・ご協力をお願いします。



日 -Sunday- 月 -Monday- 火 -Tuesday- 水 -Wednesday- 木 -Thursday- 金 -Friday- 土 -Saturday-2

日原公民館日公カレンダーの略字表
記について

主な行事のお問合せ先
■行政相談 ,交通事故相談
総務財政課 ････････☎74-0028
■無料人権相談
税務住民課 ････････☎74-0059
■健康相談 ,育児相談 ,乳児・
幼児健診 ,ケアサロン ,手
話生活相談 ,心の相談

健康福祉課 ････････☎72-0657
　　　　　 ････････☎72-0673
■心配ごと相談（各地区含む）,
無料法律相談

社会福祉協議会津和野支所
 ☎72-1494
■明るい生活相談
社会福祉協議会本所・日原支所 
☎74-1617
■パソコン教室 ,ハングル講
座 ,アダルト英会話 ,キッ
ズえいかいわＡ，ヨガ&マッ
トエクササイズ，水彩画教
室

日原中央公民館 ････☎74-0302
■3Ｂ体操,つわの英会話教室，
水彩画教室

津和野町民センター
  ☎ 72-2070
■キラキラ体操教室、元気
アップ教室、※１地域運動
推進員サロン活動・研修会

地域包括支援センター
 ☎72-0683
■パソコン初心者教室，いき
いきフィットネス体操，食
育の集い

青原公民館 ････････☎75-0039
■断酒会
断酒会鹿足支部
 ☎090-9061-8012

町セ 津和野町民センター
山セ 山村開発センター 福セ 津和野町福祉センター

やま 保健福祉センターやまびこ なごみ 津和野温泉なごみの里
中央 日原中央公民館

各料金・税金は納付期限までに
納付しないと、20 日以内に督
促状を発送します。
その後の納付には 100 円の手
数料が別途必要となります。
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納期限は2月28日
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2 4 53

建国記念の日

国民健康保険税 第 11 期
後期高齢者医療保険料
・・・・・・・第 11期
介護保険料・・第 11期

町税等の支払いは口座振
替が便利でおススメです

◎年金相談
（まちせ/10:00~15:30）
◎心配ごと相談
（ふくせ/10:00~12:00）
◎無料行政相談
（ふくせ/10:00~12:00）
◎パソコン初心者教室
（青原公民館/10:00~12:00）
◎津和野図書館休館日

◎交通事故巡回相談（要予約）
（益田市役所/9:00~15:00）
◎水彩画教室
(やませ/9:30~11:30）
◎キラキラ体操教室
(野中自治会館/13:30~14:30)
(高田自治会館/15:30~16:30)
◎リハビリ恋（来い、鯉）クラブ
(まちせ/10:00~11:30）
◎あさぎりの湯定休日
(なごみ)

◎交通事故相談
(浜田合庁/9~12時 ,13~16時）
◎すずめの会※１
(池河公民館/10:00~11:30)
◎手話生活相談
（役場本庁舎/13:30~16:00）
◎断酒会
（中央公/19:00-21:00）

◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）◎健康相談

（まちせ/9:30~11:30）
◎アダルト英会話
（やませ/10:30~11:30）
◎3B体操
(まちせ/13:30~）
◎小川はつらつクラブ※１
(小川公民館/13:30~15:00)
◎キッズえいかいわB
（やませ/16:15~17:00）
◎つわの英会話教室
（まちせ/20:00~21:00)

◎演奏会ビークオリティー
（なごみ ）
◎第８回あいこい交流文化祭
（やませ/9:00~15:30ころ）

◎無料人権相談
（やまび/9:30~14:30）
◎明るい生活相談
（やまび/10:00~12:00）
◎無料法律相談＜要予約＞
（やまび/13:00~16:00）
◎ヨガ＆マットエクササイズ
（やませ/20:00~21:00）

◎食育の集い、調理実習
（青原公民館/9:30~13:30）
◎キラキラ体操教室
(長野自治会館/13:30~14:30)
(中座会館/15:30~16:30)
◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ/13:30~15:00）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎交通事故相談
（浜田合庁/9~12時 ,13~16時）
◎にこにこ会※１
(プラサ枕瀬/10:00~11:30)
◎季節の湯（橙）
（なごみ/10:00~21:00）
◎ケアサロン
(津和野共存病院/11:00~12:00)
◎水彩画教室
（まちせ/13:30~,19:00~）
◎断酒会
（中央公/19:00-21:00）

◎離乳食教室
（やまび/9:30-11:30）
◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）
◎キラキラ体操教室
( 滝 元 多 目 的 集 会 所
/10:30~11:30)
(木ノ口公民館/13:30~14:30)
◎ ハングル講座
(日原公/19:30~21:00）

◎石見神楽公演（石見神楽日原
保存会）

（なごみ/11:00~,14:00~）

◎パソコン初心者教室
（青原公民館/10:00~12:00）
◎心配ごと相談
（ふくせ/10:00~12:00）
◎元気会※１
(下町コミュニティーセンター
/10:00~11:30)
◎育児相談
（日原保育園内子育て支援セン
ター/10:00-11:30）
◎無料行政相談
（ふくせ/10:00~12:00）

◎畑迫地区心配ごと相談
(畑迫公民館/9:00~11:00）
◎すずめ※１
(柳会館/9:30~11:00)
◎水彩画教室
（やませ/9:30～11:30）
◎小川地区心配ごと相談
(小川公民館/13:30~15:30）
◎キラキラ体操教室
(畑迫公民館/13:30~14:30)
(小川公民/15:30~16:30)
◎あさぎりの湯定休日（なごみ ）

◎すみれ会※１
(小瀬会館/13:30~15:00)
◎断酒会
（まちせ/19:00-21:00）

◎無料人権相談
（まちせ/9:00~12:00）

◎健康相談
(発熱外来診療所/9:30-11:30）◎第39回日原ロードレース大会

（日原体育館前/10:00~）
◎輪読鷗外
（森鷗外記念館/10:00~11:00）

◎西周生誕記念講演会
（森鷗外記念館/午後）

◎明るい生活相談
（やまび/10:00~12:00）
◎無料行政相談
（やまび/10:00~12:00）

◎幼児健診
(やまび/13:30-）
◎キラキラ体操教室
(木部公民館/13:30~14:30)
(まちせ/15:30~16:30)
◎津和野地区ゴムバンド教室
(まちせ/13:30~15:00）
◎津和野町小学生子ども議会
(役場第2庁舎/13:30~15:40）
◎あさぎりの湯定休日
(なごみ）

◎交通事故相談
（浜田合庁/9~12時 ,13~16時）
◎地域運動推進員研修会
(やませ/9:30~11:30)
◎きんぎょの会※１
(木部公民館/10:00~11:30）
◎季節の湯（橙）
(なごみ/10:00~21:00）
◎水彩画教室
(まちせ/13:30~,19:00~）
◎手話生活相談
(役場本庁舎/13:30~16:00）

◎なかよし体操中座※１
(中座会館/10:00~11:30）
◎パソコン教室
(日原公/10:00~12:00）     
◎キラキラ体操教室
(青原公民館/10:30~11:30)
(池河コミセン/13:30~14:30)          
◎津和野地区心配ごと相談
(ふくせ/13:30~15:00）
◎ハングル講座
(日原公/19:30~21:00）

◎木部地区心配ごと相談
（木部公民館/9:00~11:30）
◎ほほえみ会※１
(添谷公民館/14:00~15:30)

◎石見神楽公演（石見神楽久木
社中）

（なごみ/11:00~,14:00~）

◎史談会
（まちせ/13:30~）
◎さくら会※１
(須川公民館/13:30~15:00)
◎いきいきフィットネス体操
(青原公民館/19:30~20:30）

町セ

◎名賀のぞみクラブ※１
（名賀地域センター/10:00~11:30)
◎育児相談
（直地児童館内子育て支援セン
ター/10:30-11:30）
◎キラキラ体操教室
（程彼集落センター/10:30~11:30)
（左鐙公民館/13:30~14:30)
◎健康体操※１
（青原公民館/13:30~15:00)
◎ハングル講座
（日原公/19:30~21:00）

◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）
◎ハッスル会※１

(鹿谷集会所/10:00~11:30)
◎キラキラ体操教室
(須川公民館/10:30~11:30)
(やまび/13:30~14:30)
◎三葉会※１

(程彼集落センター/13:30~15:00)
◎健康体操※１

(青原公民館/13:30~15:00）
◎ハングル講座
(日原公/19:30~21:00）

センター機器の更新作業により上記期間でサービスが停止します。期間中はお悔やみ放送や
緊急通報サービスなど音声告知放送を利用したサービスが使用できなくなりますのでご注意く
ださい。作業が終わり次第サービスが使えるようになります。なおテレビ放送やインターネット、
IP電話サービスはいつも通り使用できます。詳しくはサンネットにちはらへ。

【お問合せ先】サンネットにちはら☎ 74-2099

CATVの「デジアナ変換」は３月 16日に終了します
ケーブルテレビのデジアナ変換サービスは、平成 27年 3月 16日に終了します。

右下のイラストのようにテレビ画面の右上に「デジアナ」の文字が表示されている
方は、それまでに地デジ受信の対策をお願いします。引き続き、デジタル放送を見
るには次の３つの受信方法があります。
①サンネットにちはらと契約し、デジタルＳ

セットトップボックス

ＴＢを設置する
②デジタルテレビに買い替える
③地デジチューナーを購入し、アナログテレビに接続する
詳しくは、サンネットにちはら（☎ 74-2099）にお尋ねください。

◎人権講演会
（津和野高校/10:00~11:30）
◎HBC体操畑迫※１
(畑迫公民館/10:00~11:30)
◎アダルト英会話
(やませ/10:30~11:30）
◎3B体操
(まちせ/13:30~）
◎キッズえいかいわA
(やませ/16:15～17:00）
◎つわの英会話教室
(まちせ/20:00~21:00）

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公

中央

中央

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

山セ

山セ

山セ山セ

山セ

山セ山セ

山セ

山セ

福セ

福セ

福セ

福セ

福セ

やま やま

やま

やま

やま

やま

やま

やま

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

2月11日午後 8時~翌 12日午前 7時
ケーブルテレビの音声告知端末サービスが停止します

音声告知端末
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町からのお知らせ
広報つわの 2015 年 1月 20日発行

予
備
自
衛
官
補
の
募
集

一
般
の
社
会
人
や
学
生
と
い

っ
た
自
衛
官
未
経
験
者
を
「
予

備
自
衛
官
補
」
と
し
て
公
募
・

採
用
し
、
教
育
訓
練
修
了
後
、

「
予
備
自
衛
官
」
と
し
て
任
用

す
る
制
度
で
す
。
IT
の
発
達
や

自
衛
隊
の
役
割
の
多
様
化
等
に

対
し
、
民
間
の
優
れ
た
専
門
技

能
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
、
一
般
と
技
能

の
２
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

予
備
自
衛
官
補
に
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
関
す
る
待
遇
等

▽
教
育
訓
練
招
集
手
当

日
額
７
，
９
０
０
円

▽
教
育
訓
練
日
数

一
般
公
募
３
年
以
内
に
50
日

間
、
技
能
公
募
２
年
以
内
に
10

日
間
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
内
に
所

定
の
教
育
訓
練
を
終
了
し
た
場

合
、
翌
日
に
、
陸
上
予
備
自
衛

官
と
し
て
任
用
さ
れ
ま
す
。

受
付
期
間

平
成
27
年
１
月
8
日
（
木
）

か
ら
３
月
24
日
（
火
）
締
切
日

必
着

応
募
資
格

▽
一
般
公
募

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

（
平
成
27
年
７
月
１
日
時
点
の

年
齢
）

▽
技
能
公
募

18
歳
以
上
で
、
国
家
免
許
資

格
等
を
保
有
す
る
技
能
に
応

じ
、
53
歳
か
ら
55
歳
未
満
の
者

（
平
成
27
年
７
月
１
日
時
点
の

年
齢
）

そ
の
他
に
も
資
格
要
件
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
合

わ
せ
下
さ
い
。

【
問
い
合
せ
先
】

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

益
田
地
域
事
務
所
☎
電
話

0856-22-8223

【http://
w
w
w
.m
o
d
.go
.jp
/p
co
/

shim
ane

】

総務財政課☎ 74-0028
自衛官を募集しています

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た

時
や
い
ざ
と
い
う
時
の
生
活

を
、
現
役
世
代
み
ん
な
で
支
え

よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た

仕
組
み
で
す
。

具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に

公
的
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を

納
め
続
け
る
こ
と
で
、
年
を
と

っ
た
と
き
や
、
病
気
や
ケ
ガ
で

障
害
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の

働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と

き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
に
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま

す
。
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事

故
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
に

受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
遺
族
年

金
は
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場

合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計

を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族（「
子

の
あ
る
妻
」
や
「
子
」）
が
受

け
取
れ
ま
す
。

保
険
料
の
猶
予
や
免
除
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。

▽
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方

で
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。

▽
学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得

が
少
な
い
た
め
、
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
で
す
。
対
象
と
な
る

学
生
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大

学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校

（
修
業
年
限
1
年
以
上
で
あ
る

課
程
の
み
）、
一
部
の
海
外
大

学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
方

で
す
。

年
金
の
相
談
と
手
続
き
は

国
民
年
金
の
ご
相
談
・
手
続

き
等
に
つ
い
て
は
津
和
野
庁
舎

健
康
福
祉
課
、
本
庁
舎
総
合
窓

口
ま
た
は
浜
田
年
金
事
務
所

（0855-22-0670

）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
の
手
続
き
や
相
談
を
す

る
場
合
に
は
、
基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
基
礎
年
金
番
号
の
記
載

さ
れ
た
書
類
に
は
、年
金
手
帳
・

年
金
証
書
・
年
金
振
込
通
知
書

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

健康福祉課☎72-0651
20 歳になったら国民年金

健康福祉課☎ 72-0673
児童扶養手当の差額支給が開始

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の

離
婚
等
に
よ
る
ひ
と
り
親
家
庭

の
生
活
の
安
定
・
自
立
促
進
に

寄
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

家
庭
に
お
い
て
養
育
さ
れ
て
い

る
子
ど
も
の
福
祉
増
進
の
た
め

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
受
給
資
格
者
や

児
童
が
公
的
年
金
等
※
を
受
給

で
き
る
場
合
に
は
、
児
童
扶
養

手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
今
回
、
法
改
正
に

よ
り
、
公
的
年
金
等
を
受
給
し

て
い
て
も
、
そ
の
額
が
児
童
扶

養
手
当
の
額
よ
り
低
い
場
合
に

は
、
差
額
分
が
平
成
26
年
12
月

分
の
手
当
（
支
給
月
・
平
成
27

年
4
月
）
か
ら
受
給
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、
申
請
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。例

え
ば
、
児
童
が
1
人
の
場

合
の
児
童
扶
養
手
当
は
月
額

4
万
１
，
０
２
０
円
（
全
部
支

給
の
場
合
）
な
の
で
、
年
金
等

の
月
額
が
こ
の
額
よ
り
低
い
場

合
に
は
差
額
を
受
給
で
き
ま

す
。な

お
、
児
童
扶
養
手
当
の
月

額
は
、
受
給
資
格
者
の
前
年
の

所
得
に
よ
り
、
そ
の
一
部
が
支

給
停
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
は
一
部
支
給
停

止
後
の
額
と
の
比
較
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
の
手
当
額
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

児童扶養手当の額（平成 26年 4月時点）

子ども 1人目
全部支給 :41,020 円（月額）　
一部支給 :41,010 円 ~9,680 円（月額）
具体的な手当額は所得に応じて決まります。

子ども 2人目 5,000 円（月額）
子ども 3人目以降
一人につき

3,000 円（月額）

※子どもが２人以上いる場合は、１人目の額に２人目以降の額が加算さ
れます。

※
具
体
例
と
し
て
国
民
年
金
法
や
厚

生
年
金
法
に
よ
る
老
齢
・
障
害

年
金
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険

法
に
よ
る
労
災
年
金
な
ど
の
公

的
年
金
、
労
働
基
準
法
に
よ
る

遺
族
補
償
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

認
知
症
に
関
す
る
事
業
の
中

で
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
「
認
知

症
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い
る
家

族
の
方
の
声
が
聴
き
た
い
」「
も

っ
と
地
域
の
方
へ
認
知
症
の
こ

と
や
介
護
し
て
い
る
家
族
の
思

い
を
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

松
江
市
を
中
心
に
、
同
和
問

題
や
人
権
問
題
に
関
す
る
講
演

活
動
を
行
っ
て
い
る
元
島
根
県

人
権
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
職

員
・
三
浦
成
人
さ
ん
を
講
師
に

招
き『「
生
き
る
」と
い
う
こ
と
』

と
題
し
た
人
権
教
育
講
演
会
を

次
の
日
時
で
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
と
な
っ
て
お
り

そ
こ
で
認
知
症
に
限
ら
ず
介

護
す
る
方
、
介
護
さ
れ
る
方
が

日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い

る
気
持
ち
を
詠
ん
だ
『
介
護
短

歌
』
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多

く
の
短
歌
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

地域包括支援センター☎ 72-0683税務住民課☎ 74-0059
介護短歌のご紹介人権講演会を開催

足
腰
の 

痺
れ
は
げ
し
く
　

時
間
は
ず
立
つ
こ
と
難
き 

時
も
い
く
た
び

デ
イ
の
日
に
　
皆
ん
な
と
語
る
た
の
し
さ
に

指
折
り
数
え
　
待
つ
は
水
曜

何
人
か
の
医
師
に
か
か
り
、
精
密
検
査
の
結
果
、
手
術
以
外
方
法
な
く
手
術
の
結
果
も
確

信
あ
り
と
は
返
事
な
く
、
本
人
も
手
術
拒
否
の
姿
勢
で
し
た
。

水
曜
日
に
週
１
回
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
か
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
職
員
の
方
に
大
変
よ
く

し
て
頂
き
、
お
友
達
も
出
来
、
ち
ぎ
り
絵
、
折
り
紙
と
暇
を
見
て
や
っ
て
い
ま
す
。
楽
し

み
で
す
。

小
松
　
龍
一
さ
ん

廣
田
　
美
代
子
さ
ん

ま
す
の
で
皆
さ
ま
お
誘
い
併
せ

の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
下
さ
い
。

日
時平

成
27
年
2
月
9
（
月
）

10
時
か
ら
11
時
30
分

場
所津

和
野
高
校
視
聴
覚
室



Town Watchingいろんな行事・イベントを広報担当者が取材にいきます
町内でがんばっている皆さんの姿、身近な出来事、話題を教えてください
つわの暮らし推進課☎ 74-0092
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新年祝う汽笛響く
大勢の初詣客をのせた SL津和野稲成号が元日から３
日までの３日間限定で運行され、正月の雪が舞う天候
の中、大きな汽笛を響かせながら SLが到着した津和野
駅は大勢の初詣客で賑わいました。
駅構内では地元団体須川郷の会の皆さんによる２頭
の獅子舞によるお出迎えが行われ、驚く初詣客の頭を
噛むなどして無病息災を祈りました。
太皷谷稲成神社の境内は初詣客で賑わい、期間中町
内では新年の縁起物を片手に観光を楽しむ方の姿を多
く見ることができました。

地域防災へ 決意新たに
1 月 11 日に津和野町消防団の新春出初め式が行われ、

消防団員 230 名が参加、地域防災への決意を新たにし
ました。
式典では町消防団の管理者を務める下森町長から日頃

の消防団員の活動に対する感謝が贈られました。
東日本大震災以後、地域を守る力としてその重要性が

見つめなおされてきている消防団。町消防団の澄川照一
団長は「地域を守る決意を新たにし、日頃の消防団活動
に取り組んでもらいたい。」と団員へ訓示を述べました。
式典のあと各地域の消防団員と各消防車両が津和野川
に集合、毎年恒例を一斉放水を河川に向けて行い地域防
災への決意を新たにしました。

出るか一等！？狙うは豪華景品
昨年末、町内で開催された歳末の大抽選会。期間中、
各会場は抽選券を握りしめた来場者で賑わいました。
毎年、一年の感謝の意味を込めて開催されているこの

抽選会。景品には１万分の商品券をはじめ様々な景品が
数多くラインナップされ抽選会場に訪れた来場者は祈る
ようにして抽選箱からクジを引いていました。津和野地
区の抽選会場には町のイメージアップキャラクターつわ
みんも駆け付け、抽選のお手伝いをするなどして抽選を
盛り上げました。



３指を伸ばして胸前に置きます

①市②七（７）③シ（し）

津和野町ＨＰ

けいじばん
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駅前ビジネス

ホテルつわの

■２月 11日（水）
和﨑医院

☎ 72―0025

■２月 22日（日）
津和野共存病院

☎ 72―0660

鷲原八幡宮

■２月 1日（日）
つわぶき医院

☎ 72―3500
在
宅
当
番
医
 
…H

ospital

ご
案
内
 
…
…
…
…Guide

福
祉
・
介
護
の
仕
事 

就
職
転
職
フ
ェ
ア

福
祉
職
場
に
就
職
を
お
考
え
の
方
、

関
心
が
あ
る
方
を
対
象
に
、
県
内
の
事

業
所
を
紹
介
し
た
PR
ブ
ッ
ク
の
配
布
や

福
祉
の
仕
事
や
資
格
に
つ
い
て
説
明
す

る
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
個
別
就
職
面
接

や
各
種
相
談
を
行
い
ま
す
。
参
加
は
無

料
、
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

２
月
８
日 

12
時
半
〜
15
時
半

く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
）

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
☎0852-

32-5957

相
続
・
贈
与
税
の
無
料
相
談
会

中
国
税
理
士
会
益
田
支
部
で
は
次
の

日
程
で
無
料
の
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
分
ら
な
い
事
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

２
月
22
日 

10
〜
16
時

益
田
商
工
会
議
所

中
国
税
理
士
会
益
田
支
部
☎0856-

31-1288

ト
リ
プ
ル
Ａ
面
接
会

今
年
3
月
に
大
学
等
を
卒
業
予
定
の

方
、
一
般
の
求
職
者
の
方
を
対
象
に
、

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
や
面
接
を
行
う
就
職
面
接

【
火
】
外
科
（
午
前
）
産
婦
人
科
の
第

1
・
3
火
曜
日
（
【
午
前
】
外
来

診
療
・
妊
婦
健
診
・
【
午
後
】
子

宮
が
ん
検
診
（
予
約
制
）
）

【
水
】
漢
方
外
来
（
２
月
18
日
）
・
整
形

外
科
（
午
後
）

【
金
】
整
形
外
科
（
午
前
・
午
後
）
・
小

児
科
予
防
接
種
・
乳
児
健
診
（
午

後
・
予
約
制
）

※
外
科
は
火
曜
日
（
午
前
）
の
み
の
診
療

と
な
り
ま
し
た
。

※
内
科
は
月
か
ら
金
曜
日
（
午
前
）
木
曜

日
（
午
後
2
時
か
ら
開
始
）

（
日
本
神
経
学
会
専
門
医
）
初
診
の
場
合

要
予
約

※
小
児
科
の
予
防
接
種
・
乳
児
検
診
は
13

時
よ
り
開
始
で
す
。

※
整
形
外
科
の
水
曜
日
の
診
療
は
午
後
1

時
よ
り
開
始
で
す
。

◆
日
原
診
療
所
☎
（
74
）
０
１
２
１

【
月
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
火
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
水
】
内
科
（
午
前
）
消
化
器
内
科
検
査

の
み
（
午
前
）

【
木
】
内
科
（
午
前
）

【
金
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
土
】
内
科
（
午
前
）
※
第
１
･
３
･
５

   　

泌
尿
器
科
（
午
前
）
第
１
・
３
・
５

※
泌
尿
器
科
の
予
約
は
日
原
診
療
所
ま
で

※
水
・
木
曜
日
は
、
午
前
の
み
で
す
。

手
話
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

昨
年
の
夏
か
ら
手
話
奉
仕
員
養
成
講

習
会
が
始
ま
り
、
受
講
生
も
一
生
懸
命

に
手
話
や
聴
覚
障
が
い
に
つ
い
て
学
ん

で
い
ま
す
。

受
講
生
が
手
話
表
現
で
、
よ
く
質
問

医
療
 …
…
…
…M

edical

◆
津
和
野
共
存
病
院
☎（
72
）０
６
６
０

【
月
】
循
環
器
内
科
（
午
前
・
２
月
２
・

23
日
）
・
小
児
科
予
防
接
種
・
乳

児
検
診
（
午
後
・
予
約
制
）
耳
鼻

咽
喉
科 

毎
週
（
午
前
）

会
を
開
催
し
ま
す
。

２
月
19
日 

11
〜
16
時

松
江
テ
ル
サ

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
☎0120-

67-4510

く
に
び
き
学
園
西
部
校 

学
生
募
集

当
学
園
は
「
地
域
の
中
で
役
立
ち
た

い
」
と
い
う
シ
ニ
ア
世
代
の
た
め
の
学

び
の
場
で
す
。
幅
広
い
学
習
活
動
と
仲

間
づ
く
り
を
通
じ
て
新
し
い
生
き
が
い

を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。
毎
週
火
曜
日
に

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）
で
開
催
予
定

で
す
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

東
部
校（
松
江
）で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

く
に
び
き
学
園
西
部
校
☎0855-

24-9336

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
の
お
知

ら
せ

こ
の
制
度
は
、従
業
員
の
福
祉
増
進
、

企
業
振
興
を
目
的
に
昭
和
34
年
に
国
の

中
小
企
業
対
策
の
一
環
と
し
て
制
定
さ

れ
た
法
に
基
づ
き
設
け
ら
れ
た
制
度
で

す
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

03-6907-1234

新
刊
図
書
 
…
…
…Books

▼
日
原
図
書
館

▽
『
土
漠
の
花
』

月
村
了
衛
 …
…
…
…
…
…

幻
冬
舎

※
診
療
日
程
は
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆
和
﨑
医
院
☎
（
72
）
０
０
２
５

【
水
】
肝
臓
病
専
門
外
来
（
日
本
肝
臓
学

会
専
門
医
）
・
予
約
制

※
当
院
で
は
苦
痛
の
少
な
い
鼻
か
ら
の
胃

カ
メ
ラ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌

の
除
菌
も
ご
相
談
下
さ
い
。

※
循
環
器
専
門
外
来
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
専
門
外
来
を
行
っ

て
い
ま
す
。

※
土
曜
日
の
午
後
は
診
療
し
て
い
ま
す
。

（
14
時
か
ら
17
時
ま
で
、
た
だ
し
受
付

は
16
時
30
分
ま
で
）

◆
つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
（
72
）
３
５
０
０

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
○
○
○

午
後

○
○
○

○

午
前
は
９
時
〜
12
時
30
分
ま
で

午
後
は
15
時
〜
18
時
ま
で
、
日
曜
・

祭
日
と
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
で
す
。

但
し
、
物
理
療
法
は
午
前
８
時
30
分
と

午
後
２
時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

【
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
】

　
毎
週
火
曜
15
時
〜
18
時
、
毎
週
木
曜
9

時
〜
12
時
30
分

※
帯
状
疱
疹
後
の
疼
痛
や
慢
性
の
痛
み
で

お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
診
療
も
行
い
ま
す
。

▽
『
地
方
消
滅
』

増
田
寛
也
 …
…
…

中
央
公
論
新
社

▽
『
波
止
場
浪
漫
』
上
・
下

諸
田
玲
子
・
日
本
経
済
新
聞
出
版
社

▽
『
ス
ト
ー
カ
ー
病
』

福
井
裕
輝
 …
…
…
…
…
…

光
文
社

▽
『
小
林
カ
ツ
代
の
お
い
し
い
が
い
ち
ば

ん
！
』

小
林
カ
ツ
代
 …
…
…
…

大
和
書
房

▼
津
和
野
図
書
館 

2
月
27
日
は
休
館
で
す
。

▽
『
わ
た
し
の
命
は
あ
な
た
の
命
よ
り
軽

い
』

近
藤
史
恵
 …
…
…
…
…
…

講
談
社  

▽
『
図
書
館
奇
譚
』

村
上
春
樹
 …
…
…
…
…
…

新
潮
社

▽
『
シ
ロ
ガ
ラ
ス
』

佐
藤
多
佳
子
 …
…
…
…
…

偕
成
社 

▽
『
近
藤
幸
子
の
し
あ
わ
せ
絵
本
レ
シ

ピ
』

近
藤
幸
子
 …
…
…
…
…
…

白
泉
社 

▽
『
ち
ゅ
ー
せ
ん
せ
い
の
お
い
し
ゃ
さ

ん
』

い
も
と
よ
う
こ
 …

ひ
か
り
の
く
に

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
こ

の
表
現
は
右
手
で
す
る
の
？
左
手
で
す

る
の
？
」
で
す
。
例
え
ば
、今
回
「
し
」

の
単
語
は
右
手
で
表
現
し
て
い
ま
す
よ

ね
。
そ
の
た
め
、
右
手
で
表
現
す
る
の

が
ル
ー
ル
な
の
か
と
思
う
よ
う
で
す
。

転
載
書
籍
の
「
新
・
手
話
教
室　

入

門
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い

ま
す
。
本
書
の
手
話
イ
ラ
ス
ト
は
、
右

利
き
の
人
を
モ
デ
ル
に
描
い
て
あ
り
ま

す
。
左
利
き
の
人
は
、
イ
ラ
ス
ト
の
右

手
を
左
手
に
置
き
換
え
て
表
し
て
く
だ

さ
い
。
自
分
が
表
現
し
や
す
い
方
で
、

表
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

■２月８日（日）
松浦内科胃腸科

☎ 72―0660

■２月 15日（日）
小笠原医院

☎ 77―0111



※住民基本台帳は、平成24年７月から法律改正により従来は含まれなかった外国人住民の方も含まれるようになりました。

請求機関名 閲覧年月日
自衛隊島根地方協力本部 平成 26年 12月８日
請求事由・概要など 請求に係る住民の範囲
自衛官募集に伴う広報

（根拠法令 自衛隊法第 97条）
平成９年 4月２日から

平成 10年 4月１日までの間に生まれた者

facebookモバイル スマートフォン

島根県最低賃金 時間額 679 円 島根県内の事業場で働くすべての方に
この島根県最低賃金が適用されます

効力発生日：平成 26年 10月 5日

特定 (産業別 )最低賃金 最低賃金額
時間額 効力発生日 特定 (産業別 )最低賃金の適用が除外され

島根県最低賃金が適用される労働者

製鋼・製鋼圧延業、鉄素形材
製造業

793 円 H26.11.15
１.18 歳未満又は 65歳以上の方
２. 雇入れ後６月未満の者であって、技能習得中の方
３. 次の業務に主として従事する方
①清掃、片付け又は整理の業務②選別、検数、結束又は包装
の業務③運転停止中の機械、器具その他設備の掃除の業務④
手作業による運搬の業務（電気機械器具等製造業については、
次の業務に主として従事する者も含まれる）⑤部分品の組立
て又は加工の業務のうち、手工具若しくは小型動力機による
組線、取付け若しくはかしめの業務又は熱処理を伴わない、
刃物若しくはへらによるはんだ付け部の修正及び掃除を行な
う軽易な業務

はん用機械器具、生産用機械
器具、業務用機械器具製造業

778 円 H26.12.25

電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械
器具製造業

718 円 H26.12.27

自動車・同附属品製造業 772 円 H26.12.19

百貨店 , 総合スーパー 704 円 H22.12.12
上記１、２のほか清掃又は片付けの業務に主として従事する者

自動車（新車）小売業 749 円 H26.12.28

詳しくは島根労働局賃金室（☎ 0852-31-1158）又は益田労働基準監督署（☎ 0856-22-2351）にお問い合せください。

世帯数：3,612 人口：8,012 人 出生：6 死亡：18
転入：18 転出：11男 3,703 人　女 4,309 人

広報つわの
□発行 /津和野町役場　〒 699-5292　島根県鹿足郡津和野町日原 54番地 25
□編集 /つわの暮らし推進課　TEL：0856-74-0092　FAX：0856-74-0002
□印刷 /石見紙工業株式会社
□URL/ http://www.town.tsuwano.lg.jp/

□住民基本台帳（平成26年12月末現在）

つわみん©津和野町　津和野（観）許諾第 11号

12
月
届
出
分

細ほ
そ
さ
か坂 

優ゆ
う
た
ろ
う

太
郎 

12
・
４ 

（
北
二
）

岸き
し
だ田 

穂ほ
の
か花 

12
・
11 

（
北
二
）

藤ふ
じ
も
と本 

芽め

い生 

12
・
16 

（
下
横
瀬
）

神か
ん
の野 

晃あ
さ
ひ陽 

12
・
16 

（
添
谷
）

長な
が
み
ね嶺 

直な
お
し史 

11
・
21 

（
野
地
）

登と
よ
ね米 

美み

う羽 

12
・
24 

（
青
原
）

※
掲
載
は
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す（
敬
称
略
）

お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

2015 年 1月 20日発行

12
月
届
出
分

大
庭 

豊 

12
・
2 

（
鷲
原
一
） 

64
歳

山
田 

幸
伸 

12
・
７ 

（
須
川
元
郷
） 

80
歳

佐
伯 

勉 

12
・
８ 

（
商
人
下
） 

86
歳

小
松 

カ
タ
子 

12
・
12 

（
旭
町
下
） 

92
歳

中
田 

勝 

12
・
12 

（
西
二
） 

63
歳

喜
嶋 

茂
子 

12
・
13 

（
星
の
里
） 

81
歳

岸
田 

福
魔 

12
・
14 

（
小
直
） 

93
歳

和
田 

み
ど
り 

12
・
18 

（
笹
山
） 

80
歳

早
川 
幸
憲 

12
・
19 

（
寺
田
下
） 

61
歳

堀 
ウ
メ
子 

12
・
19 

（
三
渡
曽
庭
） 

89
歳

大
庭 

榮 
12
・
24 

（
添
谷
） 

91
歳

大
庭 

弘
士 
12
・
26 

（
堤
田
） 

82
歳

竹
内 

智
惠
子 

12
・
30 
（
柳
） 

99
歳

水
津 

カ
ツ
子 

11
・
30 
（
川
尻
） 

88
歳

住民基本台帳の一部の写しの閲覧に関する公表について
平成18年11月１日より、住民基本台帳の閲覧に制限が設けられました。これにより閲覧者の氏名など少なくとも年に１回は公表することになっています。


